
子子育てを応援育てを応援！！児童館児童館・支援施設支援施設

大山児童館大山児童館
☎℻�２９０１
午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館、祝日開館

スマイルスマイル
（ひのくま子育て支援センター）

☎℻㉒７５６５
午前９時30分～午後０時30分
午後１時～３時
土・日曜日、祝日休館

中央児童館中央児童館
☎㉗６４０６ ℻㉗６４１６
午前９時～午後５時30分
月曜日休館、祝日開館

天瀬児童館天瀬児童館
☎℻�８９２２
午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館、祝日開館

チャイルドプラザチャイルドプラザ
☎㉕５３００ ℻㉕５３０１
午前９時～午後５時
金・土曜日休館、祝日開館

子育てフレンズ『ぽけっと』子育てフレンズ『ぽけっと』
（丸の内子育て支援センター）

☎㉓１８９０ ℻㉘５１５５
午前９時30分～午後０時30分
午後２時～４時
土・日曜日、祝日休館

★事前予約必要 ♣小学生対象 ♥乳幼児対象

児童館・支援施設の利用には、年１回登録申請書を提出してください。
松原児童館（☎�２９２２）は毎週土曜日のみ開館しています。

人権コラム　　心、豊かに

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所別館１階）

日田市長
椋野美智子

市長コラム 虫の目と鳥の目と魚の目と
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　未来への希望やあこがれをもてるように、多様な仕事を
している大人、他の地域や国の人たち、活躍するアスリー
トやアーティストなどとの交流を進めます。

　何より、学校を安全で安心な場所にします。誰一人取
り残すことなく、みんなが安心して挑戦して、安心して失敗
できる、学校はそんな場でなければなりません。
　不登校やいじめ、もちろん、災害や犯罪への対応も進め、
子どもの心と身体を守ります。

　そして、地域とともに子どもたちを育てます。地域を知り、
地域で様 な々活動をして、子どもたちは社会とつながります。

　子どもたちの声を聴き
ながら、その「今」も「未
来」も大切にし、可能性
を最大限に開花させる、
そんな教育を日田市は
本気で目指します。

　新しい日田市教育大綱をつくりました。市長が教育委
員会と協議して定めた日田市の教育の基本方針です。

　今、子どもたちを取り巻く社会は、人口減少、ＡＩや
SNSなどの普及進展、グローバル化などにより大きく変化
しています。これからも、私たちの予想をはるかに超えて進
むでしょう。
　そんななか、子どもたちに求められるのは、既存の問い
への正解を知っていることよりも、自ら問いを立て、情報を
収集し、多様な仲間と協働して、答えを見つけ、新しい何
かを創り出し、そして、社会をより良い方向に変えていく力
です。

　子どもたちは一人ひとりみんな違います。だから、画一
的な「そろえる教育」から一人ひとりの特性を活かした「伸
ばす教育」へ。
　学ぶ楽しさを実感してほしい、学びの意欲、学ぶ姿勢は
そこから始まります。
　一人ひとりの可能性を伸ばすために、様々な人材に学
校教育の場に入ってもらいます。

Take Action for the future
学び、考え、行動する

未来の社会を創るのはわたしたち

33月の主な催し月の主な催し

♥★ベビーマッサージ教室　1０日㈫　10：３0～
♥★わくわく製作　１1日㈬・12日㈭　10：30～
♥★おとあそび（療育相談）　13日㈮　11：00～
◦お話し会　18日㈬　11：00～
◦おもちゃ病院　18日㈬　10：00～15：00

◦春の壁面作り
　♥12日㈭　10：30～
　♣14日㈯　10：30～
◦お話し会
　♥19日㈭　10：30～
　♣21日㈯　10：30～

★GO GO GOAT！
　（色付き寒天と小麦粉の絵の具を使った無制限あそび）
　10日㈫　10：30～11：30
★ＯＴＴＯＴＴＯ～音とお友だち～
　30日㈪　10：30～11：30

♣ビーズ工作　7日㈯　10：00～
◦春の壁面作り
　♥11日㈬　10：30～
　♣14日㈯　10：30～
♥お話し会　18日㈬　10：30～

★リラックスヨガ　11日㈬　10：10～11：０0
◦プレママクラブ　18日㈬　13：30～15：00
★ベビーフォト　23日㈪　10：00～11：00
◦リトミック　２4日㈫　11：30～1２：０0

★お別れ会（高校生とのふれあい）　※限定15世帯。
　12日㈭　10：00～11：30
◦よちよちルーム「靴の選び方と外遊び」
　16日㈪　10：00～11：00

過去の人権コラムはこちら▶

広がれ「イクボス宣言」→「イクドリ！宣言」

　「九州地方知事会と経済界は男性の育児休業取得を
推進しています！」

　九州・山口の9県と経済界で組織する「九州地域戦略
会議」は、男性の育児休業の取得がごく自然なこととなり、
安心して子育てができることを目指すため、企業（事業所）
を対象とした認証制度を創設しました。

　制度の名称は「イクドリ！宣言」。文字通り、「育児休
業を取ります（それを応援します）！宣言」の略称で、男
性社員の2週間以上の育児休業の「取得率100％達成」
を目標とする企業に認証マークを配布するものです。

　大分県こども未来課によると、男性の育休取得を推進
する企業の姿勢は、若い世代が就職先を選ぶひとつのポ
イントとなっているようです。このため、子育てを家庭に押
し付け、働くことだけを重視する風潮はプラスにならないと
判断する企業は確実に増えているようです。

　社員や部下の育児・介護に理解を示しつつ、自分自身
も仕事に励み、かつ私生活を楽しむ経営者や上司の存在

の必要性を本コラムで紹介（タイトル：広がれ「イクボス
宣言」）した平成29年度の男性の育休取得率は
5.14%。それが令和6年度には、過去最高の40.5%にま
で上昇しています。この取得率の「伸び」をさらに加速させ
るには、前出の認証制度に応える企業や新たなイクボスの
出現が大きなカギを握っています。

　【企業が背中を押すことが、社会を変える力になる。男
性の育休を後押しすることは、その家庭を支え、人材を守り、
企業の未来を拓くこと。社会を変える企業でありたい】　
イクドリ！宣言を広めるリーフレットには、こう書かれています。

　子育てを全面的に応援する職場は、働くモチベーション
を向上させるとともに、企業に対する信頼感や安心感を与
える要因にもなっています。時代の流れに沿った意識の上
乗せは、家庭と企業と社会全体のバランスが保たれた未
来を拓く基盤となるでしょう。
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